LED照明による新しい通信インフラの技術標準化 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2006年 6月号
4 5Science & Technology Trends   June  2006
 情報通信分野 TOPICS Information & communication




















































線を利用した PLC（Power Line Communication）
と組み合わせることで、至る所に設置されている
照明機器に通信機能を付加し、ワイヤレスのアク
セスポイントとしての役割を持たせることもでき
る。光は直進性をもつことが欠点ではあるが、放
射場所をしっかり限定できる利点もあり、情報漏
えいの防止や正確な位置情報提供などが可能で、
GPS電波の届かない屋内での位置情報認識などの
応用も広がる。
　このように可視光通信は大きな可能性を秘めて
いるが、機器／端末を可視光通信でシームレスに
連結するためには、基本的な通信技術の規格化が
必須である。コンソーシアムは、2006 年３月に、
様々に可能性を広げる可視光通信の将来像を店舗
総合見本市 JAPAN SHOPで紹介した。展示では、
LEDから文字・画像情報などを発信できる可視光
通信技術として、複数の技術が公開された。そして、
今回の展示物に共通的に使われている「低速デー
タ通信用の通信方式」について、日本発の世界標
準の実現に向けて標準化原案を作成し、JEITAの
AV&ITシステム標準化委員会において審議を開始
した。早ければ今年度中の標準規格化を目指すと
している。
資料：http://www.vlcc.net/working/hyoujun_wg.html
